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(PD) で，最適な PD の位置を明らかにし， 送電線におけるコロナ雑音阻止回路の設置位置につい
ても検討を加えている。




第 7 章では第 6 章までの結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は送電線のコロナ雑音が， 送電線上の各所に発生するコロナパルスが基になることに着目
し，各種の状態に応ずるコロナパルスの大きさと発生数の関係を検討し，コロナ雑音現象を基本的に
解明している。このような理論的考えから出発して， しゃへい金具としては従来用いられている太い
金具よりも，素導体径の細い金網状のものがコロナ雑音防止上有利である乙とを提案し，これを実証
している。
送電線のコロナ雑音はコロナパノレスによる線路上の進行波が問題となるので，送電系統でコロナ雑
音進行波の伝播する様子を明らかにし，阻止回路を設ける場合の考え方を明らかにしている。
また直流コロナ雑音は，交流の場合と異なり，降水時に小さくなる乙とに着目して，その理由を明
らかにしている。
以上の結果は送電線のコロナ雑音の実態を明らかにし，各種の状態に応ずるコロナ雑音の予測にも
重要な役割を果すものであり，直流コロナ雑音の研究結果は直流送電の開発にも役立つものである。
したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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